
 大宅壮一文庫に見るコロナ・パンデミック 
 

本書の内容 
  

 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、2019 年暮れ

に最初の感染者が報告されてから瞬く間に世界中に広が

り、今世紀最大のパンデミックとなった。疫学、保健、施

政、統計面などから観測された記録はこれまでも、そして

これからも様々な形で遺されていくだろう。 

 大宅壮一文庫は雑誌、特に週刊誌や総合誌といった市井

に流通する大衆誌を中心に収集保存して、掲載記事から索

引を作成し続けているアーカイブである。その記事索引

は、独自に人物名や出来事から分類された項目ごとに検索

することができる。例えば「東日本大震災」や「能登半島

地震」といった災害に関する雑誌記事の発掘が容易に行え

る。 

 今回この記事索引項目「新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）」に分類された雑誌記事を、最初に報じられ

た 2020 年 1 月から、ワクチン無料接種が終了する今年3月

までの7420 件を余すところなく収録したのが本書である。 

 

「解説」より 

 

大宅壮一文庫について 
 

 ジャーナリスト・評論家の大宅壮一は「書物に貴賎はない」とし、奇本雑本の類まで区別なく収

集した。また「本は読むものではない、引くものだ」として、すべての所蔵物一冊の本一編の記事

を百科事典の一項目として使うべく、記事の索引採録と独自の項目体系による分類整理をはじめ

た。 

 この過程で「重要な記事のみ採録」を提案したスタッフに対し「重要か重要でないかは誰が決め

るのか」と答えている。大宅壮一のこの考えがひとりのジャーナリストの個人資料室にとどまら

ず、やがて誰もが利用できるライブラリーとして活動する礎となっている。 

 街から人影が消え、自粛の嵐が吹き荒れ、五輪が延期・無観客となり、マスクが常態化し、学校

も職場もオンラインとなり、国民総ワクチン接種を実施し、そうしたなかで長く続いた安倍政権が

終わり、その後の短命内閣を経て、岸田政権下で銃撃事件が起きた。そうしたなかで、じわじわと

インフレは進み、経済格差や子どもの貧困がいっそう深刻化し、政治的には原発再稼働や戦争がで

きる国づくりが進んだのがこの 4年間だ。 

 雑誌記事見出しを追って改めて振り返るならば、間違いなく時代の大きな転換点ではあった。そ

れは単にコロナが流行ったというだけではなく、その前後で人の生活・行動・思想の様式を変えた

と思われるからだ。そうした変化を浮き彫りにするのが雑誌記事の集積であり、日本で唯一の雑誌

アーカイブズである大宅文庫の力だ（中略）多種多様な雑誌群により多面的な社会の各側面を照射

するものになっている。今後、このコロナ時代を振り返る際の基礎資料の「入り口」として有意義

なだけでなく、文芸作品や映像ドキュメンタリーなどを制作する際の、貴重な素材を提供すること

になるだろう。 

山田健太（専修大学ジャーナリズム学科教授＝言論法） 

https://www.oya-bunko.or.jp/


大宅壮一文庫の所蔵資料 
 

 大宅壮一が亡くなった時その所蔵資料 20 万冊のうち 17 万冊が雑誌であった。大宅壮一文庫は

「雑誌の図書館」として活動をはじめ、週刊誌や月刊総合誌など大衆誌を主な所蔵資料としてい

る。現在では 1万 3千種類 80 万冊を所蔵（一部埼玉県越生分館に保存）しており、そのほとんど

が発行された形のまま閲覧することができる。 

 

本書に収録した雑誌（155誌）の誌名は以下の通りである（誌名五十音順）。 

 

 

 

 

 

 

 

雑誌記事索引と大宅式分類法 
 

 目次から作成されることが多い雑誌記事索引だが、その目次タイトルは謎かけだったり思わせ

ぶりだったり一筋縄でいかないものばかりである。連載やコラムなどは詳細に記載されることは

極めて稀だ。 

 大宅壮一文庫では採録対象誌に担当者がつき、一記事一記事を読み込みながら①雑誌名②発行

年月日③収録ページのほか④記事のタイトル（⑤執筆者または発言者）を採録する。記事タイトル

で足りない情報はコメントで内容を補記している。 

 人物論やインタビュー・エッセイなどの「人物項目」と、グルメ記事や旅行記・事件事故などを

扱った「件名項目」に大別した後、それぞれのキーワード（検索タグ）を振り込んでいく。 

 検索にあたって記事のタイトルや人物名のほか、おおまかな内容から絞り込んでいくため「大宅

式分類法」と呼ぶ「政治」「経済」「世相」などの項目分類からカテゴリごとに記事を探し出すこ

とができる。 

 大宅壮一が遺した索引 30 万件は今では 742 万件まで増え、この記事索引と 7千を超える分類項

目での検索はインターネット・データベース「Web OYA -bunko」で利用することができる。 

AERA、AERA English、AERAウィズ・キッズ、AERAウィズ・ベビー、AERA臨増、アルバトロス・

ビュー、an・an、EX大衆、家の光、一個人、with、WiLL(ワック)、潮(潮出版社)、エッセ、NHK

きょうの健康、ENTAME、オール読物、オレンジページ、音楽の友、科学、CASA BRUTUS、家庭画

報、紙の爆弾、からだにいいこと、環境会議、関西ウォーカー、キネマ旬報、GALAC、近代柔

道、暮しの手帖、CREA、クロワッサン、群像、経済界、激流、月刊TIMES、月刊テーミス、月刊

バスケットボール、月刊Hanada、月刊バレーボール、月刊陸上競技、財界、サイゾー、ZAITEN、

サッカーダイジェスト、サッカーマガジン、THE21、サライ、サンデー毎日、散歩の達人、GQ 

Japan、実話ナックルズ、実話ナックルズ臨増、週刊朝日、アサヒ芸能、週刊朝日臨増、週刊エ

コノミスト、週刊金曜日、週刊現代、週刊ゴルフダイジェスト、週刊実話、週刊実話臨増、週刊

女性、週刊新潮、週刊大衆、週刊ダイヤモンド、週刊東洋経済、週刊プレイボーイ、週刊文春、

週刊文春WOMAN、週刊ベースボール、週刊ポスト、小説現代、小説すばる、小説トリッパー、小

説宝石、女性自身、女性セブン、新潮、スイミング・マガジン、スカイワード、STORY、SPA!、

すばる、スポーツゴジラ、相撲、清流、正論、世界、選択、壮快、ソトコト、ソフトボール・マ

ガジン、DIME、ターザン、卓球王国、dancyu、致知、中央公論、調査情報、創、テニスマガジ

ン、TVガイド、テレビブロス、東京ウォーカー、東京人、ナショナル・ジオグラフィック、

Number、日経ウーマン、日経エンタテインメント、日経サイエンス、日経トップリーダー、日経

トレンディ、日経ビジネス、日経ヘルス、日経メディカル、ニューズウィーク日本版、Newton、

人間会議、熱風、ノジュール、ハルメク、pumpkin、PHPスペシャル、ピクトアップ、美ST、

FACTA、フィガロジャポン、フォーブス ジャパン、婦人画報、婦人公論、FRIDAY、FLASH、プレ

ジデント、プレジデントファミリー、文学界、文藝、文藝春秋、Pen、Voice、本の窓、ミセス、

ミュージック・マガジン、ムー、優駿、ゆうゆう、ゆほびか、ユリイカ、ラグビーマガジン、リ

ベラル・タイム、料理王国、レジャー産業資料、レタスクラブ、レタスクラブ臨増、わかさ 

 

https://www.oya-bunko.or.jp/possess/tabid/77/Default.aspx
https://www.oya-bunko.or.jp/magazine/for_index/tabid/85/Default.aspx
https://www.oya-bunko.or.jp/magazine/tabid/73/Default.aspx


本書に収録された索引の解説 
 

 「大宅式分類法」による項目「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）」に収録された 7420 件

の記事を余すところなく収録したのが本書である。 

 この項目内のキーワード「コロナウイルスワクチン」や「Go to トラベル」などのほか、「新型

コロナウイルス感染症(COVID-19）」項目以外の「政治」「経済」や 2021 年に開催された五輪をは

じめとする「スポーツ」「芸能」界への影響など、項目を跨いで分類された先の項目名やキーワー

ドを索引語として巻末に配置してある。（＝事項名索引 977 件） 

 このほか同じく「新型コロナウイルス感染症(COVID-19)」項目から跨いで「人物名項目」に分類

された人物索引 490 人、その記事を執筆したりインタビューを受けたりした発言者名 2919 人を引

くことができるようになっている。 

 

 月日の経過順に配置された記事索引を追ってもよし、索引語、人物名、発言者名から記事を探し

てもよし、市販された大衆誌から採録された記事索引で 4年 3ヶ月の間の日本における「コロナ・

パンデミック」をまずは俯瞰してみてほしい。収録索引誌はすべて大宅壮一文庫に所蔵があり、必

要があれば閲覧・複写が可能だ。 

 本書は「雑誌の図書館 大宅壮一文庫」があってはじめて可能になった民衆大衆の目線から見た

「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）」の記録である。 

◇書籍の入手（案内） 

 書店にて『取寄せ注文』ができます。 

◇その他問い合わせ 

 日外アソシエーツ 営業部 03-3763-5241 sales@nichigai.co.jp にお願いいたします。 

https://www.nichigai.co.jp/cgi-bin/nga_search.cgi?KIND=BOOK1&ID=A3012

